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アダプティブ・ラーニング
教授法習得研修
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自己紹介

中田 明子（なかた あきこ）
株式会社リソースフル 代表取締役
D&Iチームビルディングコーチ

石川 大樹（いしかわ ひろき）
デジルタハリウッド大学大学院 助教
デジタルハリウッド株式会社 動画教材開発責任者

7

研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   7研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   7 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



アダプティブ・ラーニング（AL）教授法の定義

学生一人ひとりに合った学習支援

ICTを活用したコミュニケーション
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本研修の主題

AL実践事例から、支援方法を検討

コミュニケーションをコーチングから学ぶ

＜今回は学習にフォーカス＞
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研修の流れ
20分 講義 ALの事例を知る

15分 個人ワーク 学習状態把握のためのログ項目、収集方法、タイミングの検討

30分 グループワーク グループで共有と相互評価＆グループ代表から発表

60分 講義 コミュニケーションの考え方

5分 演習１ 3人
7分 演習２ 2人

5分 演習3 2人
5分 演習4 3人
5分 演習5 2人
20分 ケーススタディ１ ケーススタディ①こんな学生、どうフィードバックする？①
20分 ケーススタディ２ ケーススタディ①こんな学生、どうフィードバックする？②

石川

中田
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本研修で使うもの
①Google Classroom

⇒ご用意いただいたフリーGmailでログインください。

5t27yy3
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【第一部】
アダプティブ・ラーニングの事例とポイント
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第一部の目標

アダプティブ・ラーニングの実践事例を知り、
自身の授業への活用を考える
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アダプティブ・ラーニングとは？
アダプティブ・ラーニング＝適応学習
共通テストなどで学習者1人1人の学習理解度を分析し
個々の学力に最適化された個別学習用コンテンツを
自動的にA.I（人工知能）で採点・判断・提供

参照：https://www.knewton.com/blog/product/introducing-alta/
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アダプティブ・ラーニングとは？
学校や塾における
個別学習
アダプティブ・ラーニング
AIによる
『無学年学習』
学年を超えて、自分のペースで
学習できる

非常に効果が高い

atama+ホームページより
https://service.atama.plus/

Qubena ホームページ より
https://qubena.com/

Z会 Asteria ホームページ より
https://www.zkai.co.jp/z-asteria/

15

研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   15研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   15 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



アダプティブ・ラーニングとは？

・理解できていない部分を出せる
（テストは回答が決まっている＆データ蓄積可能）

・何をやるべきか？把握できる
（以前は何を勉強すればよいか？わからなかった）

・学習者が自分事にできる
（受験・成績など人生を左右する）

塾のAI×アダプティブ・ラーニングが効果を出す理由
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アダプティブ・ラーニングとは？
専門教育でのAIアダプティブ・ラーニングが難しい

・０/１の回答ではジャッジできない（所作・習得度）

・テストだけではない評価方法

・国家資格系のAI・アダプティブラーニングの仕組みがまだない

・機械学習は、導入後のデータ収集がキモ
導入してすぐ効果を出せるわけではない
“人的”アダプティブ・ラーニングの必要性
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“人的”アダプティブ・ラーニング例

動画教材学習で
デジタルコンテンツの
制作基礎を習得する

「デジタル表現基礎」
デジタルハリウッド大学大学院で
2019年4月～担当
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“人的”アダプティブ・ラーニング例

学生カルテと振り返り
（Spreadsheet）

＜目標設定・要素分析・学習計画と
メタ認知的内省＞

ディスカッション議事録
（Spreadsheet）
＜学生同士で学習に基づく
気づきの相互提供＞

課題・学習報告書
（データ・Spreadsheet）
＜動画学習の反映度＞

動画学習
（LMSの学習記録CSV）
＜継続学習の有無＞

ルーブリック
（評価指針・学習方針）

プロセス・結果
両面から評価

学習成果の可視化 学習成果の可視化

迅速な
教員FB

迅速な
教員FB

デジタルハリウッド大学大学院
「デジタル表現基礎」仕組み図

評価基準確認

評価基準確認
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（人的な）アダプティブ・ラーニングのポイント

・ログ収集（学生の学習成果の可視化）

・教員の迅速で的確な助言・伴走
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全国20の教育機関へのインタビューから
実例を5つピックアップしてご紹介します。

21
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診断的評価：現状の理解度の確認評価
（例：レベル分けテスト）

形成的評価：指導途中のテストなどでの評価
（例：授業毎の小テスト）

統括的評価：一連の学習後の確認テスト
（例：定期試験・修了課題）

ブルームの3教育手法

22
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対象学生像 デジタルツールの学習が初めての社会人学生

事前の学生状態確認 各授業回での学生状態確認 最終的な成績・評価
ログ項目 ・既に持っているスキルの洗い出し

・目標設定と要素分析
①1週間の動画学習の振り返り
②ディスカッション議事録 ・課題作品と合わせ 学習報告書提出

収集方法 ・目標シートへの記入 ①目標シート振り返り欄への記入
②ディスカッションシートへの記入
ともにGoogle Spreadsheet

・学習報告書
（Google Spreadsheet）

収集タイミング ・初回授業前 ①授業前日
②授業中

・授業終了から2週間以内

収集ログからの教
員FB

・問いがあれば聞く ①学習状況を伝える 問いかけで自己解
決を促す
②すぐに評価・点数付け

・評価付けと問い合わせには回答

診断的評価 形成的評価 統括的評価

デジタルハリウッド大学大学院「デジタル表現基礎」にあてはめると
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好例紹介

山野美容芸術短期大学

24
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山野美容芸術短期大学 秋田先生（美容実技）

対象学生像 1年生、美容師の国家試験を受験する学生全員、1クラスに上位層・下位層がまざっている

事前の学生状態確認 各授業回での学生状態確認 最終的な成績・評価
ログ項目 コンピテンシー（行動特性）やリテラシー

（知識）
技術工程チェック項目、作品評価項目、
自己動画・画像

国家試験の合否

収集方法 PROG
https://www.riasec.co.jp/progtest
/test/

Googleフォーム（学生にまず紙に記載
→Googleフォームに転記）

国家試験

収集タイミング 入学時 定期的な授業回（毎回ではない） 国家試験時

収集ログからの教
員FB

n/a 授業中に作品（自己動画・画像含）に
対する個別コメント（口頭）、授業後は
メールでのコメント、技術に関するQA
シート、補習（対面、Zoom）

n/a
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実技授業マニュアル
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実技授業マニュアル
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実技授業マニュアル
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各授業回での学生状態確認

FAQを事前に学生共有しておくことで、指導負担を軽減、個別最適化を補強。
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各授業回での学生状態確認

FAQをヴィジュアル付きで、より一層分かりやすく用意。当該授業回で習熟度確認。
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各授業回での学生状態確認

授業回ごとの習熟度推移を確認
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各授業回での学生状態確認
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各授業回での学生状態確認
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各授業回での学生状態確認
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各授業回での学生状態確認

完成状態
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各授業回での学生状態確認
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良いポイントまとめ
【ログ収集】
・学生自ら撮った実習動画
・Google ClassroomとFormsを使って提出・管理
・できている工程とできていない工程の自己チェック
・自己分析コメントの提出

【コミュニケーション】
・形成的評価を重視している
・細かく学習の方向性を伝えている
・自分で考えることを促している

13:30
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戸板女子短期大学 中村先生（英語）

対象学生像 短大生、女子、英語の勉強嫌い、学力レベル偏差値30-40相当

事前の学生状態確認 各授業回での学生状態確認 最終的な成績・評価
ログ項目 *英語レベル（現在は実施していない） ①学生は授業満足度、今日の目標

達成度、次回目標を記入提出
②クラスアドバイザー、授業担当者が
学生の注意点を記入共有

学生プレゼンテーション実演

収集方法 *プレイスメントテスト（現在は実施していない） ①Google Classroom
②ポータルシステム

授業内発表（リアル配信）

収集タイミング *初回授業前 毎回の授業時 最終授業

収集ログからの教
員FB

初回授業時にルーブリック説明 次回授業時に口頭FB（グループ単
位） ほめる

n/a
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横浜美術大学 浅川氏（デジタルデザイン）

対象学生像 1年生、デザイン初心者と経験者の混合クラス35名
入学時は80-90％がコンピューターリテラシー初心者

事前の学生状態確認 各授業回での学生状態確認 最終的な成績・評価

ログ項目 （シラバスとは別に）学生個別の目
標設定

作品の投稿、課題投稿,
テキスト・画像での作品説明

コンピュータの基本操作、デザインアプリ
の基本操作

収集方法 個別相談 Instagram, Google Classroom
Zoomで個別面談

単位修得試験（作品作り）

収集タイミング 初回授業時 毎授業時、授業外時間 単位修得試験時

収集ログからの教
員FB

能力別に学生へのアドバイスを
変えている

Google Classroomを通じた個別
フィードバックコメント、
Zoom個別面談

能力別の個別目標の完了で評価

Illustrator/Photoshop
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専門学校中央医療健康大学校 大石氏（理学療法）

対象学生像 学力面は大学受験が厳しいレベル層。今まで勉強する習慣がない。受験勉強の経験を持っていない。非
常に素直。職業への興味高い。学習意欲あり。明るく、コミュニケーション能力高い。

事前の学生状態確認 各授業回での学生状態確認 最終的な成績・評価
ログ項目 入学時確認テスト、その職業に就きたい気

持ちを10段階で記載してもらうアセスメント
学校成績、模試成績、目標達成シート
（1週間の学習スケジュール、学習時間
実績、過去問進捗状況）、病院実習の
様子、風紀状況

国家試験の合格

収集方法 テスト、アセスメント 学生による目標達成シートをPC上で記入
し印刷して提出。学生管理システムで個
別学生カルテ管理。

学生からの報告

収集タイミング 入学時 毎週 国家試験結果発表時

収集ログからの教
員FB

個別面談、個別フォロー 成績の公開、アシスタントの増員での個別
フォロー、学生同士でグループワーク
個人成績分布表を専用ソフトで作成

個別面談、個別フォロー
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研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   40研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   40 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



品川女子学院 竹内先生（情報科）

対象学生像 中学1年生（中学受験偏差値50）、高校1年生、女子、アクティブな生徒多い、
プログラミングは初心者

事前の学生状態確認 各授業回での学生状態確認 最終的な成績・評価
ログ項目 個人の目標設定

（ビジネスプラン策定）
学習進捗状況（達成ノルマ設定）、
授業での成果物

成果物のクオリティ*必達のレベル設定有、ビジ
ネスプラン作成

収集方法 オリジナルのワークシート Google フォーム、ドキュメントや画
像データ（Googleドライブで共有管
理）

成果物提出、学生プレゼンテーション実
演

収集タイミング n/a 毎授業（学習進捗状況は、毎授業
の最後5分間を使って）

最終授業時

収集ログからの教
員FB

マンツーマンでビジネスをカタチにする
面談を朝1人15分ずつ実施

ノルマ達成が難しい学生を授業内
放課後に個別フォロー

n/a
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・Google のツールを使っている

・目標シートと進捗振り返り（メタ認知 自己調整学習）

課題ポイント

・個別フォローをもっと効率的に
そのためのマインドセット

良いポイント

15:00
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個人ワーク
Classroomで共有したワークシートに
事例を参考にしながら、ご自身の授業で

・各タイミングでどんなログを
・どの収集方法で
・どう個別対応するか？

考えうる最も効率的で効果的な方法を考えてご記入ください。

15分

今実施していること
⇩

新しく取り入れたいこと
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グループワーク
グループでご自身の施策を発表し、
ディスカッションしてシートにコメントを記入してください。

・よい点

・改良提案

15分

グループでベストプラクティスを選び
代表者に発表してもらいます
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グループ発表

グループで選んだベストプラクティスを
代表者が発表してください

15分

1グループ3分程度

45

研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   45研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   45 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



おつかれさまでした
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“人的”アダプティブ・ラーニングをICTで行うメリット

・一元管理できる

・デジタルカルテと学生の振り返り記入で
学生の情報や観察の精度があがる
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研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   47研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   47 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



“人的”アダプティブ・ラーニングの課題

学生カルテと振り返り
（Spreadsheet）

＜目標設定・要素分析・学習計画と
メタ認知的内省＞

ディスカッション議事録
（Spreadsheet）

＜学習に基づく気づきの提供＞

課題・学習報告書
（データ・Spreadsheet）
＜動画学習の反映度＞

動画学習
（LMSの学習記録CSV）
＜継続学習の有無＞

ルーブリック
（評価指針・学習方針）

プロセス・結果
両面から評価

学習成果の可視化 学習成果の可視化

迅速な
教員FB

迅速な
教員FB

デジタルハリウッド大学大学院
「デジタル表現基礎」仕組み図

評価基準確認

評価基準確認
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“人的”アダプティブ・ラーニングの課題

石川授業においての個別フィードバックの課題

「学習事実の指摘と自己解決の促しが中心」＝効率的

・やる気のない学生とのコミュニケーション

・やる気をさらに引き出す

・学生の内面にある答えを引き出す

プラスアルファで

ここをちゃんと
やりたい

49

研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   49研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   49 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



50

研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   50研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   50 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



「勇気づけコミュニケーション」
　理論と手法を学ぶ（実践編）

担当講師：株式会社リソースフル　中田明子
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2

「勇気づけコミュニケーション」プログラム全体像

Part１
【講義編】
動画視聴
（約60分）

Part２
【実践編】
集合研修
（約120分）

考え方を理解 手法の習得

Part１
【講義編】
動画視聴
（約60分）

考え方を理解

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる

54

研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   54研-3_ICT活用研修教材_本文.indd   54 2022/03/03   10:092022/03/03   10:09



専専門門ススキキルル

ビビジジネネススススキキルル

ココミミュュニニケケーーシショョンン

4

コミュニケーションスキルの重要性

AIが代替

人が担う

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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5

アンリソースフル

リソースを発揮できる状態

リソースを発揮できない状態

リソースフルリソース

「リソース」と「アンリソースフル」

スキル・能力・知識 勇気づけ

勇気くじき

or

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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6

「勇気づけコミュニケーション」とは？

①自己受容
自分を受け入れること
②他者信頼
まわりの人を信頼できること
③貢献感
まわりの人の役に立てている
という感覚

勇気づけ

勇気くじき

①～③を
１つでも上げること

①～③を
１つでも下げること

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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勇気づけコミュニケーションの理論

1. 自己決定性
誰もが自分の人生を自分で決められる（⇄運命論）

2. 目的論
「何が原因か」ではなく「何を目的とするか」を考える
（≒バックキャスティング）

3. 対人関係論
すべての問題は対人関係に由来する

7 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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勇気づけコミュニケーションの手法「自己決定性」
「自分の人生を自分で決めている感覚」を持たせる勇気づけ

①過程を重視したメッセージ
　△「成績が１位だったなんてすごいね！」
　○「成績１位やったね！　毎週課題を頑張ってた賜物だね！」

②能力ではなく努力に着目したメッセージ
　△「～の技術が得意で素晴らしいね」
　○「～の技術をこのレベルまで身につけるなんて素晴らしいね」　　

8 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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9

【演習１】
２人１組で役を決めパターンA・パターンBの２つの会話のセリフ
を気持ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代し
て同様に行う）
パターンA
▶︎生徒
「試験合格しました！」
▶︎先生
「すごいね！　あなたは
　この科目とても得意だね！」

パターンB
▶︎生徒
「試験合格しました！」
▶︎先生
「すごいね！努力した甲斐があったね！
特に努力したのはどんな点だったの？」

Exerci
se

２人１組で役を決めパターンExerci
se

２人１組で役を決めパターン
を気持ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代しExerci

se
を気持ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代し

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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10

演習手順

• ３人組のブレイクアウトルーム
• 全員順番で「先生役」「生徒役」
• Aパターン、Bパターンの会話を全員が実施
• 話さない人は見学
• 会話練習が終了後、気づきや感想を共有
• 時間は５分

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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11

【演習２】
２人１組で以下のテーマでお話ください。

▶︎話し手：仕事などで『これまでにとても頑張ったこと』を話す（１分）
▶︎聞き手：以下の全てのポイントを含めて相手を称える（２分）
①Having（持っているもの）車・家・見た目・学歴
②Doing（やっていること）仕事・趣味・住まい
③Being（あり方）考え方・価値観・性格・目標

Exerci
se

２人１組で以下のテーマでお話ください。Exerci
se

２人１組で以下のテーマでお話ください。

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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12

演習手順

• ２人１組のブレイクアウトルーム
• 順番で「話し手」「聞き手（称える役）」
• 相手の時間を計る（1分／2分）
• 会話練習が終了後、気づきや感想を共有
• 時間は７分

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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13 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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勇気づけコミュニケーションの手法「目的論」
「『どうなりたいのか』という目的に注目する視点」を持たせる勇気づけ

①増えてほしい部分を指摘するメッセージ
　△「ここがまだ出来ていないから修正しよう」
　○「この点はとても良いから、同じ様にここも取り組んでみよう」
　○「自ら課題発見できて素晴らしいね」

②個人の成長に着目したメッセージ
　△「クラスメイト中で一番作品の出来が良いね」
　○「前の作品と比べると格段に良くなったね」

14 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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勇気づけコミュニケーションの手法「目的論」
「『どうなりたいのか』という目的に注目する視点」を持たせる勇気づけ

①増えてほしい部分を指摘するメッセージ
　△「ここがまだ出来ていないから修正しよう」
　○「この点はとても良いから、同じ様にここも取り組んでみよう」
　○「自ら課題発見できて素晴らしいね」

②個人の成長に着目したメッセージ
　△「クラスメイト中で一番作品の出来が良いね」
　○「前の作品と比べると格段に良くなったね」

15 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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16

【演習３】
２人１組で役を決めパターンA・パターンBの２つの会話のセリフを気持
ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）
パターンA
▶︎生徒
「片付け終わりました」
▶︎先生
「ありがとう。
　・・ただ、まだ用具が出しっぱなしだよ！
　他の皆と比べてあなたは見落としが多いけど
　そういう姿勢が成績にも現れるんだよ。
　気を引き締めて注意しなさいね」

パターンB
▶︎生徒
「片付け終わりました」
▶︎先生
「残ってやってくれてありがとう。
　いつも当番しっかりやってくれて頼りになるね。
　あと、その用具も棚に戻しておいてくれるかな。
　よろしくね。」

Exerci
se

２人１組で役を決めパターンExerci
se

２人１組で役を決めパターン
ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）

Exerci
se

ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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17

演習手順

• ３人組のブレイクアウトルーム
• 全員順番で「先生役」「生徒役」
• Aパターン、Bパターンの会話を全員が実施
• 話さない人は見学
• 会話練習が終了後、気づきや感想を共有
• 時間は５分

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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【演習４】
２人１組で役を決めパターンA・パターンBの２つの会話のセリフを気持
ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）
パターンA
▶︎生徒
「バイトが忙しくて
　実技の課題をする時間がとれません」
▶︎先生
「そもそもどうしてそんな無計画に
　バイトを入れたの・・！？
　それに授業中しっかりやっていれば短時間でも
　出来る課題なんだけどねえ・・」

パターンB
▶︎生徒
「バイトが忙しくて
　実技の課題をする時間がとれません」
▶︎先生
「そうなんだね、なんとか時間が作れないか
　一緒に考えてみよう。
　これからはしっかり時間が取れる様に
　来月のバイトのシフトは変更できるかな？」

Exerci
se

２人１組で役を決めパターンExerci
se

２人１組で役を決めパターン
ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）

Exerci
se

ちを込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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演習手順

• ３人組のブレイクアウトルーム
• 全員順番で「先生役」「生徒役」
• Aパターン、Bパターンの会話を全員が実施
• 話さない人は見学
• 会話練習が終了後、気づきや感想を共有
• 時間は５分

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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勇気づけコミュニケーションの手法「対人関係論」
「すべての問題は対人関係に由来するという視点」からの勇気づけ

①貢献や協力に注目したメッセージ
　△「～の技術が誰よりも上手いね」
　○「～のやり方はどんなコツがあるのか皆に教えてくれる？」
　○「（失敗例に対して）あなたのチャレンジが皆の学びになったよ」

②感謝を伝えるメッセージ
　△「頑張って試験合格しよう」
　○「あなたが試験に向かって頑張る姿でクラスの雰囲気が引き締まるね！」　

21 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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【演習５】
２人１組で役を決めパターンA～Cの２つの会話のセリフを気持ちを
込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）
パターンA
▶︎生徒
「資格取得しました！」
▶︎先生
「おめでとう！
　あなたはセンスもあり、　
　素質もあって、
　本当にすごいね！」

パターンB
▶︎生徒
「資格取得しました！」
▶︎先生
「おめでとう！
　これまでの努力が実ったね！　
　あなたのこれまでの勉強方法は
　クラスの皆の役に立つと思う。
　今度の授業で工夫した点など、
　発表してもらえるかな？」

パターンC
▶︎生徒
「資格取得しました！」
▶︎先生
「おめでとう！
　これまでの努力が実ったね！　
　あなたの頑張りがクラスの皆にも　
　私にも良い刺激になっているよ！　
　いつも積極的に頑張ってくれて
　ありがとう！」

Exerci
se

２人１組で役を決めパターンExerci
se

２人１組で役を決めパターン
込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）

Exerci
se

込めて読み上げてください。（終わったら役を交代して同様に行う）

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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演習手順

• ２人１組のブレイクアウトルーム
• 順番で「生徒役」「先生役」
• 会話練習が終了後、気づきや感想を共有
• 時間は５分

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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勇気づけコミュニケーション比較

勇気くじき 勇気づけ

「1.自己決定性」 
コントロールできることにフォーカス

成果のみを重視 
能力だけに注目

過程をも重視 
努力にも注目

「2.目的論」 
結局、本当はどうなればいい？

できていない部分を指摘 
他人との比較を重視

増えてほしい部分を指摘 
個人の成長を重視

「3.対人関係論」 
「他人の役に立っていること」に気付ける

勝ち負けだけに注目 
褒める

　貢献や協力にも注目 
感謝する

24 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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ケーススタディ①資料
以下は２年生の学生Aさんに関するログです。（現在は11月）
ここからどの様なことを読み取り、これからどう対応しようと思いますか？　

25 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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ケーススタディ②資料
以下は１年生の学生Bさんに関するログです。（現在は７月）
ここからどの様なことを読み取り、これからどう対応しようと思いますか？　

26 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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【まとめ】あなた自身がリソースフルになるために
Q1.あなたが「自己受容」「他者信頼」「貢献感」を十分に感じられるのはどんな時ですか？

Q2.この3つを高めるために、すぐできるアクションを2～3個あげてください。
・
・
・
・

Q3.上記から、今日中にできることを１つ決め、本日中に実行してみましょう。

27 3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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危険を察知

• 外敵
• ストレス
• プレッシャー

今までと違う！
危険だ！

思考が偏る

• 短絡的
• 少ない情報

バイアス　
思い込み

脳から指令

• 逃げろ！
• 闘え！

（逃走・闘争）

ストレスホルモン
視野狭窄

28

「思い込み」に陥ってしまうストレス状態

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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主な参考文献

29

• 「幸せに生きる方法」　平本あきお／前野隆司
• 「行動意思決定論　バイアスの罠」　マックス・H. ベイザーマン
• 「ファスト＆スロー」　ダニエル・カーネマン
• 「自分では気づかない、ココロの盲点」　池谷裕二
• 「完全なる経営」A・Hマズロー
• 精神科医が見つけた 3つの幸福最新科学から最高の人生をつくる方法　樺沢紫苑

3

受講姿勢について

Coachable = coach + able
「コーチャブル・指導可能な状態」

Trial and error
実際にやってみる、失敗してみる
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令和3年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」
（２）教職員の資質能力向上の推進①効果的な教育成果②教職員研修プログラムの構築

ICT活用研修教材
～アダプティブラーニング教授法を修得するための研修プログラム～

令和4年3月
一般社団法人 全国専門学校教育研究会

〒107-0062 東京都港区南青山2-2-15 ウイン青山1403

●本書の内容を無断で転記、掲載することは禁じます。
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